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り高い生産性の実現に貢献します。
　次世代自動車については、内燃機関市場の縮小に
対応するため、新しい技術や素材を活用した自動車
部品の開発に力を入れています。特に、コンピュー
タシミュレーションを活用した開発手法の普及に注
力し、地域の自動車産業の進化を促進していきます。
　また、発酵食品については、地域の微生物資源の
探索と活用に力を入れています。これにより、独自
の特徴を持った発酵食品の開発を進めることができ
ます。加えて、最新の分析技術を活用して、高品質
で安全な発酵食品の製造方法の研究開発にも取り組
んでいます。
　さらに、企業支援の強化に向け、これまで以上に
地域との連携を深め、ニーズに合わせた支援を提供
することを目指しています。地域の情報収集や課題
分析を行い、企業に必要な情報やノウハウを提供す
ることで、企業の課題解決や新たなビジネス創造を
支援していきます。
　私たちは、これらの取り組みを通じて、地域産業
の振興に貢献し、地域の発展を支援してまいります。
地域の製造業の皆様と共に、より良い未来を築いて
いくため、一層のご支援とご協力をお願い申し上げ
ます。

ご挨拶
山形県工業技術センター
所長　武田広幸

　
　日頃から山形県工業技術センターの活動にご理
解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　山形県内の企業には、さまざまな課題や変化が
存在しています。例えば、グローバル化やデジタ
ル化、人口減少や高齢化など、社会の変化が企業
に大きな影響を与えています。また、ポストコロ
ナにおいて、デジタルやグリーンなどの未来につ
ながる変化をしっかり捉える必要が高まっていま
す。
　山形県工業技術センターでは、こうした企業の
課題や変化に対応するため、DX 推進、次世代自動
車、発酵食品といった分野に力を入れ、地域の産
業界を支援しています。
　DX 推進については、企業の生産性向上を伴走型
で支援するために、産業支援機関との連携を強化
し、デジタル技術の導入に関する相談に迅速に対
応しています。企業が直面する様々な課題に対し
て、先進的なデジタル技術を提案することで、よ

企業の課題や変化に対応した支援
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　IoT システムの導入や内製化により様々なデー
タの収集が行われるようになってきています。し
かし、収集したデータの整理に工数を奪われ、分
析や改善の工数を確保できないという課題も見え
てきています。特に、内製の際に広く使われるオー
プンソースソフトウェア（OSS）のデータベース
では時間に関する複雑なデータ抽出が難しく、専
用プログラムの作成や手動でまとめる作業が必要
になります。そのため、IoT システムの導入目的
である生産性向上にうまく繋げられないという声
も挙がっています。本研究では、業務時間や休業
日を除いたデータや、特定の条件を満たしたデー
タなどの断続的なデータを１アクションで抽出可
能なデータベースの開発を行います。これにより、
前述のデータ整理の工数を削減し、IoT 導入の目
的であるデータ分析や生産性改善方法の検討に注

IoT 用データベースの時系列処理技術の開発

力できる環境を整えます。
　また、産業技術総合研究所と実施している「つ
ながる工場テストベッド事業」と連携し、様々な
分野での活用事例も提示することで、幅広い分野
の企業の生産性向上への寄与を目指します。

伝導イミュニティ試験における
CDN 設計技術の確立

　電子機器の増加に伴い、製品の誤動作を引き起
こす恐れのあるノイズも増加しております。電子
機器の信頼性を保証するためには、国際規格で定
められた EMC（ElectroMagnetic Compatibility）試
験をクリアする必要があります。EMC 試験の一
つである伝導イミュニティ試験では、機器に接
続される配線を経由して流入するノイズへの耐
性試験を行います。試験では CDN（Coupling / 
Decoupling Network）と呼ばれるノイズ結合装置
を用いて、コネクタや配線に対してノイズを結合
させることで耐性を評価します。理想的には、配
線種類やコネクタ形状ごとに専用の CDN を使用
した試験を実施する必要があるのですが、現状で
はすべての CDN を導入することができていない
ため、適切な条件での試験ができているとは言え
ません。また、機器の多機能化や通信規格等の策

定も進んでいるため、対応が必要な配線やコネク
タは今後も増加していくことが予想されます。
　本研究では、対応可能な試験の拡充と今後の国
際規格改定に迅速に対応するために、伝導イミュ
ニティ試験で使用する CDN の設計技術を構築し、
実使用可能な CDN の試作を行います。また、県
内企業への技術移転を行い、EMC 装置開発・製造
への新規参入を後押しいたします。

（担当：電子情報システム部）

IoT 導入の次のス
テップをサポート
します。

ノイズ耐性試験装置の
設計技術を構築しま
す。

図 1　データイメージ

図 1　電動イミュニティ試験概略図

（担当：電子情報システム部）

CDN
(Coupling / Decoupling Network)

ノイズ発生器

試験対象物 電源

ノイズ
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　複雑化する社会において、より広くデザイン＊
を活用するためのハンドブックの開発に取り組み
ます。
　本県では、山形エクセレントデザイン受賞作品
を始め、様々なデザイン活用事例が見られるよう
になってきました。しかし、まだまだ活用されて
いない分野も多くあります。
　そこで、本県におけるデザイン活用の現状と阻
害要因をリサーチし、デザイン思考 ( 手法 ) をカ
スタマイズした仮説を立て実験することで、次の
一手を引き出す手法を開発し、ハンドブックにま
とめます。
＊デザインとは「モノの色や形だけでなく、課題
解決のために計画を立て、いろいろと創意工夫す
る行為」です。（山形県デザイン振興指針より）

次の一手を引き出す
“山形版デザイン活用ハンドブック” の開発

三次元チップブレーカーと表面テクス
チャリングによる PCD 工具の高性能化

　自動車や航空機産業では、燃費向上に向けた部
品の軽量化として、アルミ合金への代替が進ん
でおり、従来工具よりも耐摩耗性に優れる PCD

（Poly-crystalline Diamond, 多結晶ダイヤモンド）
工具の需要増加が見込まれます。しかし、延性材
料であるアルミ合金では、切りくずの巻き付きや
凝着物（構成刃先）の脱落による欠けが発生し易く、
生産性低下の一因となっています。
　そこで本事業では、切りくずを分断する三次元
チップブレーカーに、切削油剤溜まりが期待され
る数十ミクロンオーダーの表面テクスチャリング

を複合することで、切りくずの排出性と耐凝着性
を改善し、長寿命化と高能率化を両立した高性能
PCD 工具を開発します。
　また、表面テクスチャリング技術は、工具だけ
ではなく、金型や摺動部など様々な部品への応用
にも期待できます。表面テクスチャリングにより
発現する効果は、形状毎に異なるため、用途に適
した形状を選定する必要があります。本事業を通
じて、表面テクスチャリングの設計技術構築を目
指します。

（担当：連携支援部 企業支援室 デザイン科）

デザイン思考 for　
オールやまがた！

PCD 工 具 の 性
能向上を目指し
ます。

図 2　アウトプットイメージ

（担当：精密機械金属技術部）

図 1　研究スキーム

チップブレーカーにより切りくずを分断

三次元チップ
ブレーカー付き
PCD 工具
( 市販品 )　　　　

表面テクスチャリングにより耐溶着性を改善

例　
μ m オーダーの    
ディンプル形状　

（イメージ図 )
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　自動車分野は電動化が急速に進展するなど、大
転換期を迎えています。そのような中、下記のメ
リットから、研究開発ツールの一つであるシミュ
レーションの活用が拡大しています。
〇現象の可視化…目に見えない現象（温度、流
速、圧力、電磁界など）を図やグラフで捉えるこ
とで、これまで経験や勘で解決していた物事を可
視化し、根拠を持たせることができます。
〇試作コスト削減…設計段階であらかじめ解析を
して、実験にかかる工数や手戻りを削減できます。
またコストがかかり再現が難しいような過酷な実
験環境を想定した解析ができます。
　本事業では自動車分野に関連する、機械加工、
電気化学、樹脂成形の分野で活用できる解析手法
を構築します。得られた知見をもとに、例えば高
い熱伝導率を持つ工具の開発、化学反応を考慮し

次世代自動車関連部品開発支援における
シミュレーションの活用

た電気めっき解析、モーターの設計、金型の熱設
計など、県内企業の研究開発におけるシミュレー
ションの活用を支援していきます。

ダイヤモンド微粒子の表面処理
技術の探索と分散性評価

　近年、情報化社会の進展に伴う、電子機器の小
形化、高集積化による発熱が問題となっています。
そのため、熱を効率良く外部に逃がすための放熱
材料 ( グリス、シール等 ) の重要度、需要は高まっ
ており、放熱性、作業性、信頼性を高めたより高
性能な放熱材料が求められています。
　放熱材料の一部は、母材 ( 樹脂、オイル等 ) に
熱伝導率が高い微粒子を充填した構造になってお
り、その点で、ダイヤモンド微粒子は熱伝導率が
非常に高く、電気抵抗率も低いため、放熱材料用
の微粒子として注目されています。
　一方、放熱材料を高性能化するには、母材に微
粒子を高い濃度で充填する必要があります。その
ためには、微粒子の表面を化学処理し、母材への
分散安定性を高める必要があります。

　そこで、本事業では、高性能な放熱材料開発の
足掛かりとして、ダイヤモンド微粒子表面の化学
処理を検討し、分散性の評価を実施します。得ら
れた成果を県内企業の開発力向上の支援に繋げた
いと考えています。

（担当：電子情報システム部）

県内企業のシミュレー
ションの活用を支援し
ます。

高放熱材料を開発する
ための基礎検討を行い
ます。

本事業のスキーム

（担当：庄内試験場 機電技術部）

モータの電磁界と運動の解析例 基板の伝熱解析例

ダ イ ヤ モ ン ド
微粒子

表面処理ダイヤモンド
微粒子

放熱材料

本研究のターゲット

表面処理 混合
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【主な用途】
　主に液体試料の可視紫外領域の吸収スペクトル
を測定する装置です。
　溶質そのものの吸光度、または溶質と発色試薬
とが反応して生成した色素成分の吸光度を測定す
ることにより、様々な化学成分を定量でき、幅広
い分野で使用されます。

【製品】
　株式会社島津製作所　UV-1900i 

【主な仕様】
・測光方式：ダブルビーム測光方式
・測定波長範囲：190 ～ 1,100nm
・分解・波長正確さ：1nm ± 0.1nm( 全域 )
・セル：10mm 角形 石英セル

可視紫外分光光度計

・ 測定モード：フォトメトリック、スペクトル、   
   定量、カイネティクス、タイムコース、
   バイオメソッド
・PC 制御ソフトウェア：LabSolutions UV-Vis
【受託試験の項目・手数料】
分光光度計分析　1 試料 9,240 円

【設備使用の項目・使用料】
可視紫外分光光度計　30 分 420 円

山形エクセレントデザイン２０２３募集

（担当：庄内試験場 特産技術部）

吸光度の測定を行い、溶液中の様々な物質の濃度を
測ることができます。

  【問合せ】
  山形デザインコンペティション実行委員会 
  事務局 ( 工業技術センターデザイン科 )

　デザインとは「モノの色や形だけでなく、問題解決のために計画を立て、いろいろと創意工夫する行為」
です。山形エクセレントデザインでは、この視点に基づき、県内企業の魅力的な「モノ」「コト」づくりと
デザインマインドの向上を目指す事業として、県内で企画・開発・生産されている製品や取組み等を対象に、
優れたデザインについて選定・顕彰を行います。たくさんのご応募をお待ちしております！

■応募対象　　過去 5 年以内に県内で企画・開発・生産され、
　　　　　　　令和 5 年 12 月までにユーザーが購入または利用
　　　　　　　できる製品やサービス。
■応募資格　　応募品を企画・開発 ･ 生産した県内企業及び個人
■募集期間　　令和 5 年 7 月 3 日（月） ～ 9 月 8 日（金）
■応募手数料　無料
■応募方法　　専用の「応募申込書」に必要事項を記載し、事務

　　　　　　　局まで電子メールで提出ください。

　　　　　　　詳細・応募申込書のダウンロードはこちら↓

　　　　　　　https://www.yamagatanodesign.jp
前回（2021 年 ) の受賞作品
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IoT 導入をもっと手軽に！テストベッドのお披露目会
( セミナー、勉強会 ) を開催します

（連絡先：連携支援部 企業支援室 生産性向上科）

　山形県工業技術センターでは、国立研究開発法人産業技術総合研究所（産総研）との共同研究で中小製造
業の IoT 活用を支援する「つながる工場テストベッド事業」を行っています。このたび、食品製造工程を
想定した IoT テストベッドを構築いたしました。テストベッドのお披露目会と称し IoT 導入のセミナーと
見学会を開催いたします。山形県内のセンサーメーカー 4 社に協力いただき、センサー展示も行います。
また、誰でも簡単に導入できることを目指して開発した「IoT プラットフォーム」を実際に使っていただく
勉強会も同時開催いたします。生産性向上に向けた IoT 導入をご検討の製造業のみなさま、この機会にぜ
ひご参加ください。

【午前】「製造現場の IoT 内製化セミナー」
    日　時：令和５年７月 28 日（金）10:00 ～ 12:00
    会　場：山形県工業技術センター（山形市松栄 2-2-1）又は オンライン聴講
    参加費：無　料
    対　象：山形県内の製造業等で IoT 導入に関心のある方
    定　員：会場 50 名程度
    内　容：セミナー、見学会、県内メーカーセンサ展示

【午後】「やってみよう！ IoT データ収集勉強会」
    日　時：令和５年７月 28 日（金）13:00 ～ 16:00
    会　場：山形県工業技術センター（山形市松栄 2-2-1）
    参加費：無　料
    対　象：山形県内の製造業等で IoT 導入に関心のある方
    定　員：先着 20 社
    内　容：実習による山形県 IoT プラットフォームの体験
　　　　　　（機器を持ち帰り、製造現場で検証もできます）
 
※　( ご注意 ) セミナーと勉強会は別々のお申し込みになります。
***********************************************************
詳細はこちらの Web サイトをご覧ください。
https://yrit.jp/tsunagaru_main

***********************************************************
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〒 990-2473　山形市松栄 2-2-1
山形県工業技術センター TEL 023-644-3222　FAX 023-644-3228
　　〃　　　置賜試験場 TEL 0238-37-2424　FAX 0238-37-2426
　　〃　　　庄内試験場 TEL 0235-66-4227　FAX 0235-66-4430

技術ニュース No.90（2023.7）令和 5 年 7 月 19 日発行
編集・発行：山形県工業技術センター 連携支援部
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技術ニュース終了のお知らせ
　山形県工業技術センターでは、情報提供の媒体として技術ニュースを年 3 回の頻度で発行してまいりまし
た。当初は冊子形式の技術ニュースを配布してご案内しておりましたが、昨年度よりホームページへのＰＤ
Ｆファイルの掲載とさせていただきました。しかし、時代の流れからホームページや SNS を通じて、スピー
ディーできめ細やかな情報発信することが重要となっております。そのため、技術ニュースという形態での
情報提供は今号で終了とし、今後は HP やメールマガジン等を通じた情報提供とさせて頂きます。提供方法
は変わりますが、より有益な情報をタイムリーに提供できるよう努めてまいりますので、今後とも何卒よろ
しくお願いいたします。
　なお、今後の情報提供としてメールマガジンや動画配信を活用してまいりますので、メールマガジン受信
登録及び、Youtube チャンネルの登録をお願いいたします。

【メールマガジン登録方法】

　右 QR コードから又は、touroku@mailmag.yrit.jp へ空メールをお送りいた
だくと、仮登録メールが届き、登録フォームへご案内します。仮登録メール
が届かない場合は迷惑メールフォルダに入っていないかご確認ください。ま
たは、迷惑メールフィルタリング設定を見直してください。必要に応じて、
mailmag@yrit.jp を受信許可してください。不明な点は当センターまでお問合
せ下さい。

　弊所の紹介や設備・機器に関する情報、イベント等を中心に動画でご紹介す
る Youtube チャンネルを開設しております。今後も順次コンテンツを追加し
ていく予定です。ぜひご覧ください。

（担当：連携支援部 企業支援室 生産性向上科）

【Youtube チャンネル】


